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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成21年2月26日(2009.2.26)

【公開番号】特開2007-210224(P2007-210224A)
【公開日】平成19年8月23日(2007.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2007-032
【出願番号】特願2006-33408(P2006-33408)
【国際特許分類】
   Ｂ２７Ｎ   3/04     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/54     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２７Ｎ   3/04    ＺＢＰＢ
   Ｄ０４Ｈ   1/54    　　　Ｈ
   Ｄ０４Ｈ   1/42    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月13日(2009.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
平均繊維長が５～１００ｍｍの範囲内の天然繊維に、バインダとしてポリ乳酸系樹脂が混
在し、かつ見かけ密度が０．１～０．５ｇ／ｃｍ３の範囲内である繊維系ボード。 
【請求項２】
ＪＩＳ Ａ ５９０５（２００３）に基づいて測定された曲げ強さが５０～２５００Ｎ／ｃ
ｍ２の範囲内である請求項１に記載の繊維系ボード。 
【請求項３】
ＪＩＳ Ａ １４２０（１９９９）に基づいて測定される熱貫流抵抗が０．０５０ｍ２・Ｋ
／Ｗ以上である請求項１または２に記載の繊維系ボード。 
【請求項４】
前記熱貫流抵抗が０．１００ｍ２・Ｋ／Ｗ以上である請求項１～３のいずれかに記載の繊
維系ボード。 
【請求項５】
内部に内径が０．０１～０．５ｍｍの範囲の孔を有する多孔質構造である請求項１～４の
いずれかに記載の繊維系ボード。 
【請求項６】
請求項１～５のいずれかに記載の繊維系ボードを用いた断熱材。 
【請求項７】
請求項６に記載の断熱材を建材用に用いた断熱材。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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（２）ＪＩＳ Ａ ５９０５（２００３）に基づいて測定された曲げ強さが５０～２５００
Ｎ／ｃｍ２の範囲内である前記（１）に記載の繊維系ボード。 
（３）ＪＩＳ Ａ １４２０（１９９９）に基づいて測定される熱貫流抵抗が０．０５０ｍ
２・Ｋ／Ｗ以上である（１）または（２）に記載の繊維系ボード。 
（４）前記熱貫流抵抗が０．１００ｍ２・Ｋ／Ｗ以上である（１）～（３）のいずれかに
記載の繊維系ボード。 
（５）内部に内径が０．０１～０．５ｍｍの範囲の孔を有する多孔質構造である（１）～
（４）のいずれかに記載の繊維系ボード。 
（６）（１）～（５）のいずれかに記載の繊維系ボードを用いた断熱材。 
（７）（６）に記載の断熱材を建材用に用いた断熱材。 
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